




















































もちろんのこと、目次から該当ページへのジャンプ機能が加えられている。こうし 電子目録を公開 ている図書館は多数あるが、 「懐徳堂文庫電子図書目録」 最大の特徴は、誤脱の修正や、目録刊行後に新たに収集された資料についての補遺情報が随時追加されてい 点である。 こ 作業に従事しているのは、 懐徳堂研究会メンバーであり、メンバー 各自が発見した誤脱情報、閲覧者から指摘のあった誤脱情報などをこ 電子目録に追加しいく。もちろん、一般の閲覧者 情報を勝手に書き換えないように、メンバーにのみＩＤとパスワードが配付され、厳重な情報管理が行われている。　


























の異体字。 」という注記が別ウィンドウで表示され、内題については、 「 〔内題〕 「越爼弄筆」
　
但し、 「越俎載筆」



























































































図をサイト上で動かしてみることによって、それぞれの動きを観察し、天動説と地動説とを折衷したような履軒の宇宙観 知ることができる。各円盤は 自動または手動（任意速度）で動かすことができ、これにより、 の天図が、見かけ上は太陽中心説でありながら、実際には地球を軸に全体が回転す 理解 る。　
模型の中には、動かしてみて初めてその意味を理解で





























が開発した高精細のカラ スキャナーである。正射投影画像を取得可能なレンズと、移動式のセンサ・光源を備えた装置で、精確な形状取得、高い可読性を実現するデジタルアーカイブが可能である。立体物のスキャニングも可能で、最大入力は幅一二〇×奥行一五〇×厚さ一五㎝である。メリットとしては、レンズによる歪みや、距離差による像 変化が無く、正確な大きさを記録でき こと、三次元ＣＧの形状データとの張り合わせに最適な画像を取得できることなどがあげられる。
（７）
  中井履軒「天図」の意義を平易に解説したものとしては 久米裕子「中井履軒の天文学とその背景」 （懐徳堂記念会編『懐徳堂知識人の学問と生』 、和泉書院、 〇四年）がある。
（８）
  誓願寺で発見された西村 囚書簡については、 『懐徳堂記念会創立百年誌』 （懐徳堂記念会百年誌編集委員会編、二〇〇年）に「西村天囚の中井木菟麻呂宛書簡」 してその一部が翻刻・紹介されている。
（９）























を基に、 大幅な加筆修訂を加えて定稿としたものである。なお、この学会の参 記については、拙 「中国昆明から発信するデジタルアーカイブ」 （ 『東方』三七九号、二〇一二年九月）参照。
懐徳堂デジタルアーカイブの展開 ― 湯浅邦弘
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